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令和６年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立神奈川総合産業高等学校(全日制)  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月22日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月８日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①探究活動、体験
活動、研究活動を
充実させ、生徒一
人ひとりの個性を
いかした教育課程
を編成するととも
に、主体的な科目
選択ができる系と
分野のシステムを
充実させる。 
 
 
②創造力、推進
力、発信力の育成
と学習習慣を確立
させ、生徒一人ひ
とりが積極的に自
己を伸長させるた
めの学習を支援す
る。 

①新教育課程
の完成年度を
見越し、生徒
一人ひとりの
学習や進路
等、目標の実
現に応えるた
めの魅力的な
教育課程にな
っているかを
検証し、課題
を整理する。 
②生徒一人ひ
とりが主体的
に学ぶため
に、授業力の
向上と評価を
一体化した取
組を行うとと
もに、開かれ
た授業づくり
の環境を整え
る。 

①単位制や２学期制、
セメスター制の特色を
活かした教育課程を編
成し、生徒一人ひとり
の自己実現に向けた時
間割を作成するための
丁寧な履修指導や学習
計画ガイダンスを実施
する。 
 
 
 
②組織的な授業改善を
充実させるため、生徒
による授業評価と研究
授業を連携させるとと
もに、科目ごとの独自
アンケートを実施し教
員自ら実態を把握し情
報共有を図る。 

①学習保障の観点や生徒自
らの関心や進路に即した時
間割を生徒一人ひとりが主
体的かつ積極的に作成で
き、生徒一人ひとりにとっ
て、幅広い科目選択ができ
る編成になっているか。 
 
 
 
 
 
②生徒による授業評価が各
項目 90％以上になった
か。また、生徒による授業
評価を反映して研究授業を
行い、研究報告を教職員間
で情報共有し、組織的な授
業改善を行うことができた
か。 

①新教育課程完成年度
で、時間割作成上の制
約が解消され、生徒は
かなり高い自由度で科
目選択ができ、セメス
ター制の特色を活かす
編成となった。学習計
画ガイダンスはいくつ
かのモデルを提示し担
任や教育課程グループ
から丁寧に指導し、生
徒を支援できた。 
②生徒による授業評価
は７項目中５項目が
90％以上になった。ま
た、科目別で独自アン
ケートも行い、授業評
価と、独自アンケート
の結果を踏まえた研究
授業を実践し、報告書
による情報共有を行っ
た。 
 

①専門25単位の履修の
選択科目の幅や新カリ
PTであがる課題を来年
度以降、整理・検証す
る。また、継続課題に
なっている個人時間割
作成時の膨大な作業に
ついて、調整作業の効
率化や軽減化の具体的
な方策が必要である。 
 
 
②90％を達成できなか
った項目では「他者の
考えを知る」であっ
た。発表やグループワ
ーク、ディスカッショ
ンなど、教員の一方的
な授業ではなく、サポ
ートやファシリテータ
に徹する授業展開を増
やす必要がある。 

〇探究的な学習活動が大切であ

る。深い学びは、生徒が主体的

に学習活動に取り組み、得られ

た知識・技能をまとめ理解し、

発信することであると思う。生

徒の学習活動への教職員の適切

なサポートをお願いする。 

 

〇本校の教育活動は、探究的な

学習に適していると思う。中学

生・保護者へさらにＰＲしてほ

しい。 

 

〇課題研究は本校において肝に

なる科目であると思う。 

①セメスター制の特色を活
かし、生徒の希望に沿った
時間割を作成し、主体的な
科目選択を支援することが
できた。科目を問わず探究
的な学習活動を支援できる
履修計画等の研究を行う。
引き続き、調整業務の能率
化・軽減化を工夫する。 
 
 
 
②研究授業や校内研修等で
課題等を整理し教員間で共
通の認識を持ち検討するこ
とで、個々の授業改善を推
進することができた。引き
続き、組織としての授業改
善に取り組む。 

①学習計画ガイダン
スで選択幅や組合せ
を助言することで、
生徒の興味・関心に
則したモデルや、進
路に則したモデルな
どを具体的に提示で
きるようにする。 
 
 
 
 
②組織的な授業改善
のもと、探究的な学
習活動の支援、課題
研究の充実を図り、
生徒の学びを深め
る。 

２ 
生徒指導 

・支援 

①生徒一人ひとり
の豊かな人間性を
育み、生徒理解に
基づく生徒指導や
支援、教育相談体
制を充実させる。
また、安心で安全
に希望をもって学
べる学校をつく
る。 
 
 
 
②生徒の主体性の
育成に向け、学校
行事や生徒会活動
等を充実させる。 

①生徒一人ひ
とりの規範意
識の向上と、
あらゆる場面
で責任感と自
覚を持って行
動できるよう
に継続的に指
導する。 
また、組織的
な支援体制の
充実を図る。 
 
②学校行事や
生徒会活動を
通して生徒の
良好な人間関
係の形成、自
己実現を支援
する。 

①年次会、全校集会な
どを通して規範意識を
養う活動を推進すると
ともに、年次団、各グ
ループと連携し自覚を
持って行動できる責任
感を醸成する。 
①年次団、関係グルー
プと横断的に連携し、
生徒一人ひとりの課題
に対応できる組織づく
りを行う。 
 
②各行事や部活動等、
徐々にコロナ前の活動
内容に戻すとともに、
感染症対策のあり方を
再考し、安全な行事運
営や部活動の活性化を
図る。 

①安全・安心な学校生活に
向けた取り組みの充実によ
り、特別指導件数の減少が
みられたか。また、名札の
着用率が向上したか。 
①生徒一人ひとりの課題に
組織的に対応するため、年
次会、生徒情報共有会、い
じめ対策会議、関係グルー
プと協働することができた
か。 
 
 
②コロナ前の活動内容に戻
しながら、感染防止対策を
講じたうえで行事運営が行
えたか。各行事の生徒の充
実度や満足度が 80％以上
となったか。 

①全校集会の際に、交
通安全や生徒心得の遵
守について話をするこ
とで、規範意識を養う
活動を推進した。 
①生徒のこころの悩み
に対して年次会、SC、
SSW と協働し、「かなが
わこどもサポートドッ
ク」等を活用し、早期
対応が可能となった。 
②各行事ともコロナ前
の内容に戻しながら運
営することができた。
特に文化祭では、地域
の方の作品展示再開
や、来場人数制限の撤
廃等、感染予防対策を
視野に入れながら実施
することができた。ま
た、文京夏祭りのボラ
ンティアに参加したこ
とで途切れていた地域
との繋がりを取り戻す
ことができた。 

①生徒指導件数、名札
の着用率ともに前年度
よりも若干改善された
が、まだまだ十分では
ない。日々の授業や集
会等で伝え続けること
が大切だと感じる。 
①こころの悩みを持つ
生徒が多く、今後も年
次会、SC、SSWと協働し
て対応していく。SCや
SSWの常勤の必要性を強
く感じている。 
②生徒会活動や学校行
事等に関しては、さら
に生徒の主体性が育つ
よう各行事の内容や取
り組み方の工夫、組織
の見直しを図る。体育
祭に関しては団分け方
法等改定後、初の開催
となるためスムーズな
運営に向け準備する。 

①日ごろの指導に敬意を表しま
す。特別指導案件が７件とのこ
とであるが、生徒との距離を縮
めるチャンスととらえ支援の手
を差し伸べてほしい。 
自転車のヘルメット着用率が低
いと思う。なぜ、着用しなけれ
ばいけないのか、生徒に考えさ
せる機会を与えることで、着用
率が上がるのではないか。 
①SCやSSWについては、県の施策
もあり、すぐに勤務日の増加と
いう見通しは立てられないと思
うが、現状できることとして、
学校内で調整し効率よく活用し
てほしい。 
 
②学校行事等をコロナ禍前に戻
すための努力に感謝する。地域
活動への生徒の協力に感謝す
る。許されるのであれば、高校
生が自治会活動の企画に参加い
ただける機会があればうれし
い。 

①学校生活でのルール遵
守、規範意識の向上は定着
しつつある。他方、問題行
動を起こす生徒もいる状況
であることから、きめ細か
な指導計画を作成し、全職
員共通理解のもと未然防止
の取組を充実させる。交通
安全教育では生徒が主体的
に考え行動できるよう、支
援体制を構築する。 
①SCやSSWにつなぐ案件は増
加傾向にある。定時制とも
調整し効率よく活用するこ
とが課題である。 
 
②生徒会活動や部活動、各
行事においては、年間を通
して生徒の積極的な取り組
みや活発な意見交換が行わ
れ、生徒間の良好な人間関
係が育まれた。学校行事で
は、生徒の主体的な取組を
支援できた。 

①定期的な朝の通学
指導や昼休みの巡回
指導、LHRを使った
規範指導などを充実
させる。また、名札
の着用やTPOを意識
した身だしなみ指導
など、教職員の共通
認識のうえで、計
画・実施する。 
 
①SC・SSWにつなぐ
案件の増加に対応で
きるよう、外部機関
を含め、環境整備を
行う。 
②学校行事のさらな
る充実のため、生徒
とともに検討を重ね
る。さらに、学校行
事の時期を調整し、
安全で安心して実施
できるようにする。 

３ 
進路指導 

・支援 

社会で生きるため
に必要な知識や能
力を身に付けると
ともに、個々の進
路希望を実現させ

生徒一人ひと
りの主体的な
進路選択を実
現するため
に、キャリア

・各種ガイダンスおよ
び面談を適切に実施
し、支援する。   
・計画的なアセスメン
ト（模擬試験など）お

・各種ガイダンスおよび面
談を適切に実施し、卒業時
の進路未決定者を減少させ
ることができたか。  

・各種ガイダンス及び
面談を適切に実施でき
た。 
・模擬試験は計画通り
100%実施できた。イン

・生徒の進路実現のた
めに、ガイダンスや資
料を適切に提供し、早
い段階からの意識付け
を行う。 

・生徒一人ひとりに主体的に考

えさせ、ミスマッチのない進路

指導を実現させてほしい。 

・生徒一人ひとりの自己実
現を支援することができ
た。その一方で進路選択に
主体的ではない生徒・保護

・進路ガイダンスの 
みならず様々な機会 
を捉え、生徒が主体 
的に進路選択できる 
よう保護者とも連携 



 

るための支援とキ
ャリア教育を充実
させる。 

教育を推進
し、進路支援
体制を強化す
る。 

よびインターンシップ
などを実施する。   
・「総合的な探究の時
間」を活用し、自己理
解を深めさせ、社会と
のかかわりや他者との
共生について考える機
会を設ける。 
・進路相談室及び自習
スペースを整備し、生
徒が進路活動を行いや
すい環境をつくる。 

・模擬試験を計画の 80％
以上実施することができた
か。また、インターンシッ
プに参加した生徒へのアン
ケート結果で「満足でき
る」が 80％以上となった
か。  
・「総合的な探究の時間」
を活用し、自己のあり方、
社会とのかかわりや他者と
の共生について考える機会
を設けることができたか。 
・進路室の整備を行い、生
徒が進路活動を行いやすい
環境づくりができたか。 

ターンシップは生徒の
希望する就業先で実施
し、生徒の満足度も高
かった。 
・「総合的な探究の時
間」では、「自己分
析」や「ＳＤＧｓ」、
「キャリア探究」につ
いて探究を行った。
「ＳＤＧｓ」では、上
級学校の講師の方に各
分野の取り組みについ
て講義していただき、
知見を深めることがで
きた。 
・進路相談室は資料等
の整理を行ったこと
で、生徒の使用状況が
増加した。 

・職業教育や専門教育
を深めるために、イン
ターンシップや上級学
校の公開講座への参加
者を増やす。 

・探究的な学習活動は大学入試

等でも重視されているので充実

を望む。 

 

者への支援の充実が必要で
ある。 
・大学のアドミッションポ
リシーや入試での重視され
る内容を研究し、総合的な
探究の時間や課題研究等
で、生徒の学習活動が深ま
るようあらゆる手立てを尽
くしたい。 

を密にしていく。 

・大学入試の動向を 
注視するとともに、 
本校の特色を活かし 
た教育活動を展開 
し、自己実現を果た 
す生徒を増やす。 

４ 
地域等 
との協働 

①積極的なボラン
ティア活動を展開
し、地域の小中学
校や自治会など近
隣地域との連携を
深め、地域に根ざ
した教育活動を推
進する。 
 
 
②学校の情報を広
く地域に発信し、
地域に開かれ、地
域と共にある学校
づくりをさらに進
める。 

①コミュニテ
ィ・スクール
を利活用する
とともに、地
域および他校
種との連携を
図り、生徒一
人ひとりの主
体性を育成す
る。 
②学校の取組
や生徒の様子
について、広
報活動の活性
化を図り充実
させる。 

①地域および大学や高
専など他校種との連携
を図り、生徒、保護者
とともに積極的にイベ
ントやボランティア活
動に参加する。 
 
 
 
②ホームページ運用を
学校全体として充実さ
せるため、教職員の操
作スキルを向上し、
様々な行事に取り組む
生徒の活動等を積極的
に発信する。 

①地域や他校種との連携、
サポーターズや自治会等と
ともに地域に根差した教育
活動を推進できたか。 
 
 
 
 
 
②ホームページ運用を学校
全体で行い、生徒の活躍を
画像や動画を含め、積極的
に発信できたか。ホームペ
ージ講習会等で教職員全体
の操作スキルを向上させら
れたか。 

①本年度より新たに開 
催された複合イベント
横浜STEAM EXPOでは、
本校から実行委員やLBT
部が舞台技術等の支援
で活躍し、地域や中学
生と連携した。また、
自治会の催しにジャズ
バンド部や大道芸部が
参加し、地域と連携す
ることができた。 
②行事や部活動のホー 
ムページ更新を各担当
が行い、的確に情報発
信することができた。 

① 初めての複合イベン 
トへの参加であり、地
域や他校種との連携も
限定的であった。今後
は、さらに連携の幅を
広げ、地域貢献を実施
したい。 
 
② 各担当それぞれの操 
作スキルは向上した
が、タイムリーな情報
発信には、課題が残
る。生徒の活躍をさら
にアピールするために
は、実施後３日以内の
更新を目指す。 

①地域のイベントでの協力は大
変ありがたかった。引き続き若
い力を貸していただきたい。 

 
②学校の様子が理解できるホー
ムページ運用を期待する。 

①地域連携行事や県域での
広報活動を実践することが
できた。生徒の活躍の機会
拡大と捉え、生徒が主体的
に取り組めるよう環境整備
を進める。 
 
 
②ホームページのタイムリ
ーな更新について課題があ
る。課題解決のため教職員
の操作スキルを向上させる
ことが必要である。 

①地域活性のプロジ
ェクトや県域での広
報活動に関わる生徒
が増えるよう、生徒
会と連携しアナウン
スしていく。参加生
徒へは、これらの活
動と、日々の学習活
動を関連付けられる
よう支援する。 
 
②全教職員に向け、
ホームページ講習会
を実施する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事の
未然防止を徹底す
るとともに、教職
員の実践的指導力
を向上させる。 
 
②生徒の防災意識
を高め、防災教育
を推進する。 
 
 
 
③教員や生徒、保
護者など学校関係
者が協力した、行
事を事故なく執り
行うとともに、生
徒の学習成果発表
などを積極的に発
信する。 
 
④教員のライフワ
ークバランスを推
進するため教員の
働き方改革を推進
する。 

①事故・不祥
事をゼロとす
る。 
 
 
 
②防災教育の
充実を図り、
生徒一人ひと
りの防災意識
を高める。 
 
③グループ間
で情報を共有
し、生徒・保
護者と共に式
典などを滞り
なく実施す
る。また、環
境整備の充実
を高める。 
④会議に係る
時間を削減
し、教員の働
き方改革を推
進する。 

①事故・不祥事防止会
議等、あらゆる機会を
捉え、教職員間で情報
共有し、事故・不祥事
ゼロを実現する。 
 
②生徒・教員等の学校
関係者に対して、災害
時の様々な状況下で、
適切な行動が取れるよ
う、安全指導対策を計
画し実践する。 
③生徒の協力により式
典が一層充実するよう
に努める。関係部署と
の連携を密にし、円滑
な行事運営のための環
境整備を図る。 
 
 
 
④会議スケジュールの
スリム化およびペーパ
ーレス化を図り、会議
の準備や会議資料の整
理等の時間を削減す
る。 

①事故・不祥事がゼロであ
ったか。 
 
 
 
 
②防災教育として、大規模
災害時を想定した生徒・教
員等の学校関係者が連携し
た訓練等を行うことができ
たか。 
 
③生徒および関係部署と連
携を取り、式典を進行でき
たか。関係部署と情報が共
有できたか。 
 
 
 
 
 
④事務書類の電子データ処
理や各種会議のペーパーレ
ス化が推進できたか。 

①重大なヒヤリ・ハッ
ト事案を生じさせてし
まった。このことを学
校として事故と位置付
け、早急な業務改善を
要する。 
②防災訓練の集合形態
等を変更し、現実的な
防災訓練になった。防
災備蓄品は、１年次生
からご飯類・飲料・ア
ルミシートを購入し
て、大規模災害や帰宅
困難を想定した備蓄品
となるようにした。 
③グループ間での情報
共有をICT等の活用で迅
速に行うことで、各種
学校行事・式典を滞り
なく実施することがで
きた。 
④ICT等の活用で、勤務
整理のための紙媒体を
廃止し、ペーパーレス
化を推進することがで
きた。 

①本校の教訓として記
憶と記録に残し、事故
を生じさせないという
強い意思のもと、事
故・不祥事を未然に防
止できる体制を整える
ことが急務である。 
②防災訓練の充実を引
き続き検討する。 
 
 
 
③引き続き、職員間の
コミュニケーションツ
ールとしてICT等の活用
を推進し、充実した学
校行事・式典を実施す
る。 
 
④会議資料の電子デー
タ化を推進し、ペーパ
ーレス化を推進する。 
あわせて、職員間のコ
ミュニケーションツー
ルとしてICT等の活用を
推進し、会議時間の短
縮を図る。 

〇会議資料からも学校運営にあ
たる先生方の業務の多忙さは容
易に想像できる。日々の教育活
動、業務遂行に感謝する。 

 引き続き、確実で的確な業務
遂行をお願いする。 

①重大なヒヤリ・ハット事
件を生じさせたことを学校
として事故と位置付け、再
発防止に全力で取り組んで
いく。 
 
②授業途中からの防災訓練
を実施し、現実的な訓練を
実施できた。備蓄品につい
て見直しを実施し、充実し
たものになった。 
 
 
③関係部署間でのICT等の活
用により、情報共有を迅速
に行うことで、式典等の行
事を滞りなく実施できた。 
 
 
④教員のライフワークバラ
ンスについて、改善意識を
醸成できた。引き続き、時
間外勤務の縮小を目指す。 
会議や事務書類のペーパレ
ス化は徐々に進めている
が、計画を立ててスピーデ
ィーに進める必要がある。 

①事故・不祥事防止
のための確実なチェ
ック体制の構築が急
務である。事故・不
祥事防止会議の充実
と全職員の意識向上
を図る。 
②万が一に想定外を
つくらないよう、生
徒主体の防災教育・
減災教育を検討す
る。 
 
③関係部署間での引
継ぎを確実に行い、
ICT等も活用して業
務の効率化を図る。 
 
 
④教職員の健康は学
校の活性化と充実し
た生徒指導・支援の
絶対条件であること
から、引き続き、衛
生委員会等を活用し
て組織全体で考えて
いく。 


